
 

令和８年８月発行 

第１回地域協議会を開催 

令和８年６月２９日（月）午後７時より千代田市民センター研修室において、第 1 回千代

田地区学校再編地域協議会を開催しました。 

第 1 回地域協議会では、千代田地区の学校及び地域の現状を踏まえた課題について、

事務局より説明をした後、委員の皆さまの活発な意見交換がありました。 

協議会で協議された内容について、地域の皆さまにお知らせします。 

 

【千代田地区の学校及び地域の現状を踏まえた課題について】 

〇児童数・学級数の推移及び推計について 

年度 千代田小 坂田小 ２校を合わせた場合 

令和３年度 

実在籍数 

児童数 379人 113人 492人 

学級数 12学級 6学級 17学級 

令和８年度 

実在籍数 

児童数 336人 107人 443人 

学級数 12学級 6学級 16学級 

令和 14年度 

推計値 

児童数 255人 107人 362人 

学級数 11 学級 6学級 13学級 

満年齢基準日：令和８年４月１日  令和８年５月１日時点データより 

※千代田地区全体で今後６年間に８１人減少する見通しです。 

 

○公共施設（学校）の建築年月・築年数について 

学校名 
校舎棟 屋内運動場（体育館） 

建築年月 築年数 建築年月 築年数 

千代田小学校 1960年 5月 65年 1978年 3月 48年 

坂田小学校 1974年 3月 52年 1979年 2月 47年 

千代田中学校 1963年 9月 62年 1986年 2月 40年 

令和８年３月末現在 

 

新たに、坂田小学校児童保護者として

龍 貞憲さんに、千代田地区未就学児  

保護者として河村 直幸さんに委員を  

委嘱しました。 



 

○公共施設（学校）の敷地の状況について 

施設名 市有地（㎡） 借地（㎡） 計（㎡） 

千代田小学校 6,700.68 7,985.28 14,685.96 

千代田中学校 25,605.00 0.00 25,605.00 

坂田小学校 17,996.00 0.00 17,996.00 

令和８年３月末現在 

○通学距離について 

小学校の通学距離は、学校から概ね2.5㎞の範囲内とし、これを超える場合はスクール

バスなどの通学支援を行います。 

 

〇保護者アンケート調査の結果について 

学校施設整備基本計画の基礎資料とするため、令和５年度に市内の小学校５年生と２年

生の児童の保護者と、保育園・幼稚園・認定こども園の年中の園児の保護者を対象に行っ

たアンケート結果について、千代田小校区と坂田小学校区を抽出して説明をしました。 

 

※協議会で使用した資料は、稲沢市公式ホームページ 

（２次元コード参照）に掲載していますので、ご覧ください。 

                                               

【委員の皆さまからの主な意見・質問について】 
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【問合わせ先】 

 千代田地区学校再編地域協議会事務局 

稲沢市教育委員会事務局庶務課 

TEL 0587-32-1435     E メール shomu@city.inazawa.aichi.jp 

第２回地域協議会は、８月３０日（日）午前 10時から、千代田市民センター研修室で開催します。 

（傍聴可 先着 20名） 

 

・千代田小学校は、令和４年に長寿命化工事を行い、10 年から 15 年を目途に建物の延命を図った

が、その間に今後の方向性を見出さなければならないのか。 

・千代田小学校の借地料は年間いくらか。 

・保護者としては、子どもには質の高い、きめ細かな教育を受けさせたい。 

・子どもたちを守る地域コミュニティ、環境づくりも必要である。 

・最近、子どもを送迎する保護者が増えている。学校再編する場合は、学校周辺道路の拡幅や広い駐

車場の整備などの対策をしてほしい。 

・千代田中学校の校舎も老朽化しているので、この機会に中学校の建替えを合わせて行い、小中一

貫校を検討したい。小中一貫校の先進事例を視察したい。 

・学校を再編した場合でも、現在使用している屋内運動場（体育館）は避難所として残してほしい。 

・児童数の推移や施設の状況をみて、子どもたちの教育環境を考えると、再編はやむ得ない。 

・通学支援が必要な場合、単純に2.5 ㎞で切らないでほしい。 

２次元コード 


